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１
・
選
挙
結
果
の
概
観

4
月
12
日
投
票
の
福
岡
県
議
選
（
定
数

86
）
で
、
日
本
共
産
党
は
北
九
州
・
福
岡
の

両
政
令
市
と
久
留
米
・
大
牟
田
両
市
の
12
選

は
１
０
１
％
、
民
主
党
81
・
８
％
、
公
明
党

88
・
５
％
で
、
議
席
も
得
票
も
伸
ば
し
た
の

は
共
産
党
と
自
民
党
と
い
う
結
果
で
し
た
。

選
挙
結
果
か
ら
も
「
自
共
対
決
」
の
様
相
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

２
・
県
議
選
の
論
戦

政
治
論
戦
で
は
「
戦
争
立
法
・
安
倍
暴
走

政
治
ス
ト
ッ
プ
、
く
ら
し
と
平
和
を
ま
も
る

県
政
へ
の
転
換
」
を
太
い
柱
に
据
え
、
原
発

再
稼
働
、
雇
用
破
壊
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増

税
、
社
会
保
障
削
減
な
ど
、
国
政
に
つ
な
が

る
ど
の
大
問
題
で
も
、県
議
会
の
自
公
民「
オ

ー
ル
与
党
」
が
国
の
悪
政
の
推
進
役
と
な
っ

て
い
る
実
態
を
告
発
し
、「
悪
政
の
防
波
堤
」

と
し
て
の
党
県
議
団
の
回
復
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
有
権
者
に
大
き
な
共
感
を
広
げ
た

論
戦
の
ひ
と
つ
が
「
共
産
党
県
議
が
い
る
と

い
な
い
と
で
は
大
違
い
」
と
い
う
対
比
で
し

た
。【「

オ
ー
ル
与
党
」
議
会
の

 

デ
タ
ラ
メ
を
告
発
】

県
議
空
白
と
な
っ
た
こ
の
4
年
間
、
自
公

民
が
議
席
を
独
占
す
る
県
議
会
で
は
、
27
万

人
の
署
名
を
添
え
た
「
少
人
数
学
級
と
私
学

助
成
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
の
紹
介
議
員
が

ゼ
ロ
に
な
り
、〝
門
前
払
い
〞（
請
願
権
の
否

定
）
と
い
う
異
常
な
事
態
が
進
行
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
オ
ー
ル
与
党
」
が
政
務
活

動
費
の
使
途
基
準
を
大
幅
に
緩
和
し
、「
陳

情
」
で
の
会
食
、
領
収
書
の
「
黒
塗
り
」、

県
議
事
務
所
で
の
「
家
族
・
親
族
雇
用
」
な

ど
を
『
合
法
化
』
し
、〝
お
手
盛
り
〞
が
横

行
し
て
い
る
実
態
も
、
世
論
と
マ
ス
コ
ミ
の

批
判
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
県
民

無
視
の
一
方
で
、「
オ
ー
ル
与
党
」
県
政
が

毎
年
２
０
０
億
円
以
上
の
予
算
を
巨
大
県
営

ダ
ム
開
発
に
注
ぎ
込
み
、
１
５
０
０
億
円
の

挙
区
に
12
氏
を
擁
立
、
悲
願
の
空
白
克
服
を

実
現
し
、
2
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
北
九

州
市
小
倉
南
区
（
定
数
3
）
で
高
瀬
菜
穂
子
、

若
松
区
（
定
数
2
）
で
山
口
律
子
が
当
選
、

県
議
会
で
の
複
数
議
席
の
回
復
は
、
２
０
０

３
年
県
議
選
（
4
議
席
）
以
来
で
す
。

福
岡
県
議
会
の
党
派
別
当
選
者
は
共
産
党

2
（
＋
2
）、自
民
42
（
＋
1
）、民
主
17
（
－

3
）、公
明
11
（
±
0
）、諸
派
・
無
所
属
14
で
、

議
席
を
伸
ば
し
た
の
は
共
産
党
と
自
民
党
で

し
た
。
民
主
党
は
3
議
席
減
ら
し
、
維
新
と

社
民
は
議
席
を
獲
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

得
票
で
は
、
共
産
党
は
９
３
、
６
３
９
票

（
得
票
率
７
・
27
％
）
を
獲
得
、
前
回
２
０

１
１
年
の
５
５
、
５
４
８
票
（
４
・
21
％
）

か
ら
３
８
、
０
９
１
票
の
増
、
１
・
69
倍
と

な
り
ま
し
た
。
前
回
も
今
回
も
擁
立
し
た
選

挙
区
で
の
対
比
で
は
、
わ
が
党
は
得
票
で
８
、

３
７
８
票
増
、
１
１
５
％
で
し
た
。
自
民
党
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第
二
関
門
道
路
（
下
関
・
北
九
州
道
路
）
建

設
計
画
を
推
進
す
る
な
ど
、
県
民
不
在
の
巨

大
開
発
に
明
け
暮
れ
て
い
る
実
態
も
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。

【
党
県
議
団
の
値
打
ち
を
対
置
】

こ
う
し
た
「
オ
ー
ル
与
党
」
議
会
の
デ
タ

ラ
メ
を
た
だ
す
に
は
、「
ど
う
し
て
も
共
産

党
が
県
議
会
に
必
要
」
と
訴
え
、
共
感
の
声

が
広
が
り
ま
し
た
。
議
席
が
あ
っ
た
こ
ろ
の

党
県
議
団
が
、
2
兆
円
規
模
の
浪
費
と
な
る

海
上
空
港
・「
新
福
岡
空
港
」
建
設
を
断
念

さ
せ
た
こ
と
や
、
県
議
1
人
１
０
０
万
円
の

海
外
視
察
予
算
を
廃
止
さ
せ
た
こ
と
、
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
や
少
人
数
学
級
の
拡
充

な
ど
、
県
民
運
動
と
結
ん
で
県
民
要
求
実
現

の
た
め
に
た
た
か
う
議
席
の
値
打
ち
を
全
面

的
に
対
置
し
ま
し
た
。

３
・
躍
進
後
の
議
会
の
変
化

福
岡
県
議
会
に
は
、
国
民
の
常
識
か
ら
か

け
離
れ
た
「
悪
し
き
慣
習
」
が
少
な
か
ら
ず

存
在
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
『
4
月
30
日

問
題
』
で
す
。
福
岡
で
は
、
県
議
の
任
期
が

始
ま
る
4
月
30
日
の
わ
ず
か
1
日
を
も
っ
て
、

4
月
分
（
1
ヶ
月
分
）
の
議
員
報
酬
が
支
給

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
共
産
党
は
20
年
以
上
前

か
ら
、
こ
の
措
置
の
廃
止
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、「
空
白
克
服
」
に
よ
っ
て
、
大
き
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
党
の
問
い
合
わ

せ
に
対
し
、
議
会
事
務
局
が
「
総
務
省
と
協

議
し
た
結
果
、
4
月
分
の
議
員
報
酬
は
日
割

り
、
即
ち
1
日
分
の
支
給
と
す
る
、
政
務
活

動
費
は
5
月
分
か
ら
の
支
給
と
す
る
」
と
回

答
し
て
き
た
の
で
す
。「
共
産
党
が
い
る
と

い
な
い
と
で
は
大
違
い
」
が
、
さ
っ
そ
く
実

感
で
き
ま
し
た
。

「
悪
し
き
慣
習
」
の
も
う
ひ
と
つ
が
、「
ド

ン
ト
方
式
」
に
よ
る
常
任
委
員
会
な
ど
の
ポ

ス
ト
配
分
で
す
。
比
例
配
分
と
も
異
な
り
、

大
会
派
に
有
利
、
小
会
派
無
視
を
制
度
化
し

た
悪
弊
で
す
が
、
こ
こ
で
も
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
自
公
民
な
ど
の
主
要
4
会
派
が
、
希

望
す
る
常
任
委
員
ポ
ス
ト
を
「
先
取
り
」
す

る
方
式
に
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
複
数

の
保
守
系
無
所
属
県
議
と
党
県
議
団
の
協
議

が
お
こ
な
わ
れ
、『
厚
生
労
働
環
境
常
任
委

員
会
』（
高
瀬
県
議
）
及
び
『
建
築
都
市
常

任
委
員
会
』（
山
口
県
議
）
と
い
う
重
要
ポ

ス
ト
に
、
わ
が
党
が
席
を
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
は
あ
る
も
の
の
、

会
派
代
表
者
会
議
へ
の
出
席
も
決
定
し
ま
し

た
。
党
県
議
団
の
過
去
の
歴
史
の
な
か
で
も

比
較
的
充
実
し
た
「
発
言
力
」
を
得
た
と
思

い
ま
す
。

４
・
公
約
実
現
に
向
け
て

5
月
15
日
の
臨
時
県
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ

（
福
岡
県
中
央
会
）
が
提
出
し
た
請
願
に
基

づ
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
撤
退
も
辞
さ
ず
に
行
動
す
る

よ
う
政
府
に
求
め
る
意
見
書
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
で
も
こ
こ
数

年
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
や
原
発
ゼ
ロ
な
ど
の
課
題

で
「
一
点
共
闘
」
が
大
き
く
広
が
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
成
果
を
実
感
で
き
た
瞬
間
で

し
た
。

い
ま
、
党
県
議
団
に
は
、
各
界
か
ら
の
懇

談
要
請
、
会
合
・
集
会
へ
の
出
席
要
請
、
対

県
交
渉
へ
の
同
席
要
請
、
各
種
の
相
談
な
ど

が
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「

絶
対
に
教
え
子
を
戦
場
に
送
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
た
い
」（
教
員
）。

「
こ
の
4
年
間
、
県
の
大
手
（
ゼ
ネ
コ
ン
等
）

に
対
す
る
建
築
指
導
が
ズ
サ
ン
で
困
っ
て
い

た
。
共
産
党
県
議
団
の
復
活
は
、『
待
っ
て

ま
し
た
』
で
す
」（
建
設
労
働
者
）。「
非
正

規
が
蔓
延
し
て
教
育
現
場
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
み
ん
な
疲
弊
し
て
い
る
。
打
開
策
を
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
」（
私
学
）。「
も
う
す
ぐ

梅
雨
。
水
害
多
発
地
帯
な
の
に
、
河
川
整
備

ど
こ
ろ
か
雑
木
の
撤
去
す
ら
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
。
命
と
財
産
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
決
壊
歴
の
あ
る
河
川
脇
の
住
民
）。「
国
保

も
後
期
医
療
も
介
護
も
県
の
役
割
が
絶
大
。

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
拡
充
な
ど
負
担
軽

減
へ
共
同
行
動
を
」（
医
師
）。

「
党
県
議
団
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
待
た

れ
て
い
た
と
思
う
と
背
筋
が
伸
び
る
。
渦
巻

く
切
実
な
県
民
要
求
実
現
へ
、
県
民
と
県
政

を
つ
な
ぐ
」（
高
瀬
県
議
）
―
―
こ
れ
が
団

全
体
の
決
意
で
も
あ
り
ま
す
。

５
・
強
く
大
き
な
党
づ
く
り

５
月
20
日
に
開
催
し
た
全
県
議
員
会
議
で

は
、
県
議
団
を
は
じ
め
、
躍
進
し
た
県
内
各

地
の
多
く
の
議
員
団
か
ら
、
党
の
自
力
と
選

挙
結
果
と
の
相
関
関
係
が
報
告
さ
れ
、「
強

く
大
き
な
党
づ
く
り
」
へ
の
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。「
選
挙
に
勝
ち
、
党
員
・
読
者
を

増
や
し
、財
政
力
も
つ
け
、党
中
枢
の
議
員
・

専
従
の
世
代
的
継
承
を
す
す
め
る
」
―
―
そ

ん
な
好
循
環
を
つ
く
り
、
来
年
７
月
の
参
院

選
勝
利
へ
全
力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。


